
古 今 伝 授 の 里 短 歌 大 会令和 3 年度 第 27 回

■古今伝授の里・曲水の宴 11 月 27 日（土）13 :30 ～

■第27 回 古今伝授の里短歌大会 11 月 28 日（日）13 :00 ～ 16 :00

令和 3 年度は、新型コロナウィルス感染症予防対策として事前申込制で定員を設けて開催します。

次のいずれも 10 月初旬頃に、投稿者の方から順に申し込み用紙を兼ねた詳しい案内を送る予定です。
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〔第 1 日目〕 令和３年 （土）13 :30 ～曲水の宴
古今伝授の里フィールドミュージアム（岐阜県郡上市大和町牧 912-1）

郡上東氏 800 年・古今伝授 550 年祭記念 古今伝授の里短歌大会

■投稿締切

■ 投  稿  料

■大会選者

■大会講演

※郡上市内の小中学生を対象としたジュニアの部の締切は令和 3 年 9 月 10 日 ( 金 ) 当日消印有効

　募集要項・応募用紙は別にあります。

※敬称略、五十音順。 ジュニアの部の選者は記載していません。

（歌人、JT 生命誌研究館館長、京都大学名誉教授、京都産業大学名誉教授）

（当日消印有効）

（振込手数料はご負担ください）投稿用紙 1 枚につき

梅内美華子 江戸雪 小塩卓哉 桐山五一 後藤左右吉 佐佐木幸綱 鈴木竹志

永田和宏

永田和宏

1,000 円

11 月 27 日

〔第 2 日目〕 令和３年 （日）13 :00 ～ 16:00短歌大会
郡上市総合文化センター（岐阜県郡上市八幡町島谷 207-1）

用紙を有料配布します。後日選考、入賞作品のリーフレットを発行します。

11 月 28 日

〔両日共通〕 令和３年 11 月 27 日（土）28 日（日）に、現地会場で投稿吟 行 会

令和 3 年 8 月 23 日（月）

氏

※新型コロナウィルスの感染拡大防

止の観点から、今後の状況によって

は 11 月 27 日の曲水の宴、28 日の

短歌大会の内容を変更したり、やむ

なく中止することがあります。短歌

大会が中止の場合でも、選考は行い、

入賞作品集を刊行、全ての投稿者の

方に送ります。内容に変更が生じた

り中止にしたりする場合は、全ての

投稿者の方にはお知らせしますし、

古今伝授の里フィールドミュージア

ムのホームページ

（http://www.kokindenju.com）

に速やかに掲載します。
後援・協賛  / 岐阜県歌人クラブ、中部日本歌人会、角川『短歌』、短歌研究社、郡上市・郡上市教育委員会、

愛知県蒲郡市教育委員会、富山県高岡市教育委員会、郡上市文化協会、大和町文化協会、（一社）郡上市観光連盟、

明宝ハム、道の駅古今伝授の里やまと、やまと温泉やすらぎ館、平野醸造 合資会社 、母袋工房、東氏入部 800 年・古今伝授 550 年実行委員会

記念大会のアトラクションとして、東常縁ら東氏一族の居館跡「国名勝・東氏館跡庭園」

で「曲水の宴」を挙行します。平安朝風の優美な世界をお楽しみください。

郡上東氏は、1540 年に、古今伝授の里にある「篠脇城」から、「赤谷山城（東殿山城）」に

拠点を移します。その山城跡の目の前にあるのが、今回の短歌大会の会場です。

紅葉最盛期の城下町・郡上八幡散策もあわせてお楽しみください。

会   場：古今伝授の里フィールドミュージアム 国名勝東氏館跡庭園

  　　    （岐阜県郡上市大和町牧 912-1、雨天時別会場）

観覧料：1,500 円（予定）

定   員：80名（予定／事前申込制）

会   場：郡上市総合文化センター（岐阜県郡上市八幡町島谷 207-1）

入場料： 無料

定　 員： 250 名（予定／事前申込制）

内   容： 式典、記念講演、選者の先生方による選評 （表彰式は開会前の 12:30～ 13:00 に開催予定）

講師講師： 永田 和宏 氏

プロフィール：1947年滋賀県生まれ。京都大学理学部物理学科卒業。米国NIH（国立がん研究所）客員准教授を経て、

京都大学胸部疾患研究所教授、同再生医科学研究所教授、京都産業大学総合生命学部学部長、同タンパク質動態研究

所所長などを歴任。2020年４月より現職。塔短歌会主宰（2014まで）、朝日歌壇、宮中歌会始詠進歌選者など。

紫綬褒章、ハンスノイラート賞（USA）他、歌人とし読売文学賞、芸術選奨文部科学大臣賞、現代短歌大賞など受賞多数。

歌集 15冊の他、『近代秀歌』『現代秀歌』『タンパク質の一生』（以上、岩波新書）。『歌に私は泣くだらう』（新潮文庫）、

『生命の内と外』（新潮選書）、『知の体力』（新潮新書）、『象徴のうた』(文藝春秋 )など多数。

（歌人、JT生命誌研究館館長、京都大学名誉教授、京都産業大学名誉教授）

■11 月27日・28日に吟行会を開催、当日詠を募集します （会場で投稿用紙を販売、後日選考・発表）
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古今伝授の里短歌大会 投稿規定令和 3 年度 第 27 回

氏　名 氏　名

ペア短歌の部 自由題の部

題詠「声」

投 稿 者

氏　名

ペンネーム

相手との間柄 相手との間柄

歳

住　　所

11 月 27 日・28 日について

新型コロナウィルス感染症予防対策を講じるため
の参考資料とするため、現時点でのご予定で結構
ですので、参加希望の有無を教えてください。

（この回答内容は、選考には一切影響しません）

ー　　　　　ー

◎11 月 27 日「曲水の宴」への参加

参加希望
ふりがな ふりがな

ふ
り
が
な

ふ
り
が
な

締切 令和 3 年 8 月 23 日（月） 当日消印有効

締切 令和 3 年 8 月 23 日（月） 当日消印有効

投稿用紙 1 枚につき 1 ,000 円

◎自作未発表の作品に限ります。類似作品は入賞を取り消します。 

◎二重投稿や盗作等が発覚した場合は、入賞発表後であっても入賞を取り消します。

◎投稿後の作品の修正や差し替えはできません。 

◎投稿用紙は返却しませんので、必要な方は控えをお取りください。 

◎投稿用紙に記入された個人情報は、大会運営以外には利用しません。

◎入賞者の作品、氏名、住所 ( 市区町村まで )、ペア短歌 ( 贈答歌 ) の場合は相手と

   の間柄、相手の氏名も、投稿用紙に記載された内容で、作品集に掲載します。 

◎入賞者は報道機関や関係者に公表しますのでご了承ください。 

◎ペンネームが書かれている場合は、ペンネームを作品集に掲載したり、報道機関

   等に公表したりします。

◎入賞作品は主催者・郡上市が利用することがあります。 

◎投稿料の領収書は発行しません。投稿料はいかなる理由でも返金しません。

古今伝授の里 フィールドミュージアム内

「古今伝授の里短歌大会」事務局 行

※楷書で丁寧に記入してください。 ※誤字・脱字・記入漏れはありませんか？ 
※コピーした投稿用紙も使用できます。 ※ルビは特殊な読み方の場合のみ。

(〒　　　ー　　　　)

※二人一組でご応募ください。

※表彰は二人とも行いますし、作品集にも二人の間柄と氏名を掲載します。

（名字も）

※あてはまる方に　 を

【投稿用紙在中】

〒501-4608　

岐阜県郡上市大和町牧 912-1

古今伝授の里 フィールドミュージアム内

「古今伝授の里短歌大会」事務局 

〒501-4608　岐阜県郡上市大和町牧 912-1

※
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投稿にあたっての注意事項

令和3年度 第 27回 古今伝授の里短歌大会 投稿用紙

投稿料の払込受領証を貼ってください。

のりづけ

■投稿作品

●自由題の部

　自由な感性による短歌。

●題詠の部（題＝「声」）

　郡上東氏 800 年・古今伝授 550 年祭を記念した部門。

　「声」を詠み込むこと。熟語も可。

●ペア短歌の部（贈答歌の部）

   二人一組の歌。表彰は二人とも行います。

　入賞作品集には二人の氏名と間柄を掲載します。

●注意

  ◎いずれの部門も、左ページ上部の「投稿にあたっての

  　注意事項」を厳守してください。 

  ◎左の投稿用紙は、古今伝授の里フィールド ミュージアム

　　ホームぺージ www.kokindenju.com から

  　ダウンロードできます。

  ◎郡上市内の小中学生を対象としたジュニアの部の募集

  　要項・応募用紙は本紙とは別にあります。

  　事務局までお問い合わせください。

※敬称略。五十音順。ペア短歌は下選考を行う場合があります。

梅内美華子 江戸雪 小塩卓哉 桐山五一 後藤左右吉

佐佐木幸綱 鈴木竹志 永田和宏

1 人あたり投稿用紙 5 枚まで投稿できます。

　◎投稿用紙１枚につき、「自由題の部」１首または「題詠の部」

　　１首と、ペア短歌１組が応募できます。

　◎１部門だけでも投稿できます。

　◎次のいずれかの方法で投稿してください。

　　①左の投稿用紙に記入し郵送（封筒には切手を貼って下さい） 

　　②ホームページの専用フォームから投稿

※郡上市内の小中学生を対象としたジュニアの部の締切は

　令和 3 年 9 月 10 日 ( 金 ) 当日消印有効です。

　応募用紙は別にあります。

◎大会大賞、特別賞ほか  ( 大賞や特別賞には副賞あり ) 

◎大会当日に発表します （入賞者には 10 月初旬頃に連絡予定）

◎曲水の宴 令和 3 年 11 月 27 日（土）

◎短歌大会 令和 3 年 11 月 28 日（日）

◎吟  行  会 令和 3 年 11 月 27 日（土）・11 月 28 日（日）対象

◎11 月 27 日・28 日の両日とも、岐阜駅を発着するバスツアー

を計画しています。27 日出発のバスツアーは、１泊 2 日で、曲

水の宴と短歌大会の両方に参加していただける内容の予定です。

28 日出発のバスツアーは日帰りで短歌大会に参加していただけ

る内容の予定です。いずれも有料です。

詳しくは、10月初旬に全ての投稿者の方に案内を送る予定です。

（古今伝授の里フィールドミュージアムのホームページ）

入賞作品集を刊行。投稿者全員に配布。

※詳しい内容は、裏面をご覧ください。

※いずれも事前申込制です。10 月初旬に、全ての投稿者の方に、

   申し込み用紙を兼ねた案内を送る予定です。

◎振込手数料はご負担ください

◎ペア短歌を投稿しなくても投稿料は同額です

◎投稿者全員に配布する入賞作品集代を含みます

◎同封の払込取扱票を使用し、ゆうちょ銀行 ATM もしくは郵便

　局窓口にて払い込んでください。払い込み後、「払込受領証」を、

　左の投稿用紙の所定の位置に「のりづけ」してから投稿してく

　ださい。払込受領証のないものは無効となります。

◎郵便小為替、現金書留でも受付けます。切手不可。

   郵便小為替の場合は、郵便小為替には何も記入せず、投稿用

  紙に貼り付けずにそのまま同封してください。

◎インターネットで投稿される場合は、投稿後１週間以内に、

  次の口座に払い込むか、郵便小為替または現金書留を事務

■選者

■賞と発表

■入賞作品集

■郡上東氏800年・古今伝授550年記念短歌大会

■曲水の宴・短歌大会の交通案内・送迎バスツアー

■お問い合わせ

■投稿枚数・投稿方法

www.kok i nden ju . com

■投稿先

■投稿締切

■投稿料

■投稿料の払込方法

「古今伝授の里短歌大会」事務局

古今伝授の里フィールドミュージアム内

TEL 0575-88-3244

※メールアドレスが変わりました。以前のメールアドレスでは

　送信していただけませんので、ご注意ください。

※メールの表題に「短歌大会」の旨を必ず記入してください。

〒 501-4608　岐阜県郡上市大和町牧 912-1

電  話 〔火曜定休〕

kokin@city.gujo.lg.jpメール

電 話 番 号
新型コロナウィルスの感染拡大防止の観点から、今後の状況

によっては 11 月の曲水の宴・短歌大会の内容を変更したり、

中止したりすることがあります。短歌大会が中止の場合でも、

選考は行い、入賞作品集を刊行、全ての投稿者の方に送ります。

変更や中止については、古今伝授の里フィールドミュージアム

のホームページ（http://www.kokindenju.com）に速やかに

掲載しますし、全ての投稿者の方にお知らせします。

■お知らせ

年　　齢

参加希望なし

◎11 月 28 日「短歌大会」への参加

参加希望 参加希望なし

◎岐阜駅からのバスツアーの参加

11 月 27 日・28 日で参加希望

11 月 28 日の日帰りで参加希望

※あてはまるものに　 を

※郵便小為替はここに貼りつけずにそのまま同封してください。

※郵便小為替には何も書かないでください。

局あてにお送りください。入金が確認できない場合は投稿は

無効となります。

◎払込先口座（ゆうちょ銀行から）

　口座番号 00800-1-214336

　加入者名 古今伝授の里短歌大会実行委員会 

◎払込先口座（ゆうちょ銀行以外）

   銀行名 ゆうちょ銀行 店番 089（店名〇八九）

   預金種目 当座 口座番号 0214336


